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壁の熱貫流率の算出方法について 

 

 エネルギー消費性能計算プログラム（非住宅版）Ver.2 、モデル建物法入力支援ツール Ver.2 におい

て、解説書に記されている「建材物性値一覧」1)2) では定義されていない特殊な建材（ALCパネル等）を

使用する場合等については、壁の熱貫流率を手計算して、その値を入力してもよいとされています（た

だし、計算の根拠を別途提出する必要があります）。ここでは、任意の物性値を使って熱貫流率を算出す

る方法の例を示します。 

 

＜算出式＞ 

 壁の熱貫流率 𝑈 [W/m2K] は、次の式で算出することを基本とします。 

 

𝑈 =	
1

𝑅&' +
𝐿&
𝜆&& + 𝑅&& + 𝑅+,-

 

ここで、 

 𝑅&' ： 室内側の表面熱伝達抵抗 0.11 (m2・K)/W 3) 

 𝑅+,- ： 室外側の表面熱伝達抵抗 0.04 (m2・K)/W 3) 
 𝐿& ： 建材 iの厚み [m] 
 𝜆& ： 建材 iの熱伝達率 [ W/(m・K) ] 

 𝑅& ： 密閉空気層 iの熱抵抗値 [ (m2・K)/ W ] 

 

＜例題＞ 

 表１に示す壁の熱貫流率は、 

 

𝐾 = 	
1

0.11 + 0.0080.22 + 0.09 + 0.0250.040 +
0.150
1.6 + 0.0251.5 + 0.0101.3 + 0.04

= 0.981 

 

 と求まります。 
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表１ 壁の構成 

建材名称 
厚さ

[mm] 

熱伝達率 λ 

[W/(m・K)] 

室内側   

せっこうボード 8 0.22 

非密閉中空層  R =0.09 (m2・K)/W 

押出法ポリスチレンフォーム 保温板 1種 25 0.040 

コンクリート 150 1.6 

セメント・モルタル 25 1.5 

タイル 10 1.3 

室外側   
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